
様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和８年５月２６日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  経済部 課かい名  産業観光課
推進責任者

氏名
曲渕　正和

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
令和７年５月から１０月までの期間はアロハビズを推進し、職員が積極的にアロ
ハシャツを着用するとともに、冬期については個々の職員が気候に応じた服装や
足掛け等を活用するなど、季節に応じた服装を心掛けた。具体的内容

５月から１０月まではアロハシャツを着用し、冬期も気温
に応じた服装で業務にあたり、クールビズ・ウォームビズ
に対応した過ごし方を工夫します。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
イベントの周知や情報提供について、インスタグラムやメール配信、市ＨＰを積極
的に活用するとともに、申請書類についても市ＨＰからダウンロードできるように
することで作成部数を最小限にとどめた。具体的内容

紙で提供する必要のない情報や資料等はねるべく電子
化して共有します。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 C. 廃棄物の削減
ファイルや封筒、その他の事務用品については、保存場所を決めてリユースし易
いように努めるとともに、印刷の際は可能な限りウラ紙を使用するようにした。具体的内容

ファイルや封筒、その他の事務用品は繰り返し使用（リ
ユース）します。

実績 前年度比 211.6% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

令和７年７月７日に道の駅湘南ちがさきがオープンしたが、施設の規模及び性質か
ら相当量のエネルギーが必要となる施設であるため、使用量が急増したもの。

2347.0 7314.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

46.4 54.9 58.4 60.6

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 1218.0 1800.0 2126.7 2265.0

188.7

対前年度比（%） ― 47.8% 18.2% 6.5% 3.6% 211.6%

エネルギー使用量（kl） 31.4

対象施設 計画／実施状況

1 勤労市民会館

計画 施設利用者へ空調・照明の省エネ使用を周知する。

実績 各会議室等に省エネ協力依頼事項を掲示した。

2
道の駅

湘南ちがさき

計画
施設運営事業者へ空調や照明等の省エネ使用を
周知する。

実績 運営事務所に省エネ周知啓発事項を掲示した。

3 0
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

■

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
６月９日に実施（対象者２０名中１７名参加。欠席者には別途決定事項の周知を実施）。
Ｃ－ＥＭＳの概要と当年度の「重点取組項目」について確認するとともに、取組目標と具体的な
取組を検討して設定した。

法令遵守確認研修 ■ 実施 ６月９日に実施（対象者３名中２名参加。欠席者には別途内容の周知を実施）。

新任・異動者研修 ■ 実施 １０月及び１月に異動者が各１人いたため、課で掲げる目標や取り組みについて共有した。

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和８年５月２６日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

　取組目標のうち特にクールビズについては、茅ヶ崎商工会議所が進めているアロハ
ビズに呼応し職員が積極的にアロハシャツを着用することで、結果としてエネルギー使
用量の削減に貢献することができている。
　また、時期に合った情報発信の手法としてインスタグラム等のＳＮＳを積極的に活用
することで、結果としてチラシの作成が不要になるなど、ペーパレス化の推進に繋がり
資源の有効活用を図ることができている。

　今回の取り組み成果を踏まえると、継続してこれらの取り組みを推進して
いきたい。
　なお、未達成となった「設備機器の省エネの取組目標」については、新た
に「道の駅湘南ちがさき」が所管施設となったため、今年度の実績が今後
の基準値になると考えている。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和８年５月２６日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  経済部 課かい名  農業水産課
推進責任者

氏名
岡﨑貴裕

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
コピー機の使用について、会議資料等の削減を図るとともに、使用後の節電ボタ
ンにより電気量の削減に努めた。具体的内容 コピー機の使用後は節電ボタンを押します。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
会議資料の作成において両面印刷を徹底するととも、課内活用の資料について
は、裏面印刷の活用により、紙の有効利用に努めた。具体的内容

印刷は 、 両面印刷・集約印刷 、裏面の利用 を基本とし
ます。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 B. 資源の有効利用
庁内及び課内業務を進めるにあたり、資料等の電子化を図り、ペーパーレスを進
めた。具体的内容

ペーパーレス化を推進します。
庁内の情報共有等…庁内 LAN、電子メールの活用等
印刷物、刊行物等…ホームページ等の活用等

実績 前年度比 1217.0% 達成状況 ■ 未達成

達成/未達
成の理由

対象施設が「茅ヶ崎漁港巻揚機」から「農業用ポンプ一式（８箇所）」に変更となり、
稲作時に農業用ポンプにより地下水を汲み上げ、田へ供給していることから、相当
の電気量を使用することとなりました。

150.8 1986.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

3.8 4.2 4.6 3.9

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 127.0 146.0 162.0 177.0

51.2

対前年度比（%） ― 15.0% 11.0% 9.3% -14.8% 1217.0%

エネルギー使用量（kl） 3.3

対象施設 計画／実施状況

1 農業用ポンプ一式（８箇所）

計画 利用者へ省エネ協力を依頼する。

実績 利用者から協力をいただいた。

2 茅ヶ崎漁港水産物荷捌所

計画 利用者へ省エネ協力を依頼する。

実績 利用者から協力をいただいた。

3 農業ふれあい館

計画 利用者へ省エネ協力を依頼する。

実績 利用者から協力をいただいた。
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様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

□

■

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

■ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
取組目標の周知啓発を目的として、研修を実施した。当日不在の職員については書面研修とし
た。

法令遵守確認研修 ■ 該当なし 0

新任・異動者研修 ■ 実施 Ｃ－ＥＭＳの概要と当課の今年度の取組目標及び具体的な取組内容を周知啓発した。

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和８年５月２６日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

パソコンやコピー機使用等、庁内エネルギーの節電に努め、さらにノー残業デーの徹
底により職員に節電に係る意識向上を図った。当課のエネルギー量は、対象施設の変
更により増加した結果となったが、農業ポンプの使用については稲作において必要不
可欠であり、天候に左右されるものであることから、節電という観点での管理は難しいと
考える。

庁内における節電等については、引き続き職員に対して意識の徹底を図る
とともに、関係事業者へも本市の考えをしっかり伝えていき、進めていく。
また、農業ふれあい館等の庁外施設維持にあたっては、修繕時に照明のＬ
ＥＤを実施する等省エネ化を進めていきたい。



様式1

C-EMS実施計画書兼ふりかえり表

作成年月日：　令和8年5月19日

（１）目標及び進捗状況

【対象：全課かい】　

① 全庁目標達成に向けた「エコオフィス行動ルール」（実行計画P10～11）の取組目標

No.

部局等名  経済部 課かい名  拠点整備課
推進責任者

氏名
藤間　治

全庁目標 エネルギー使用量を対前年度比で1％以上削減

取組目標 実績／今後の課題など

1

重点取組項目 A. エネルギー使用量の削減
ノー残業デーの徹底、エレベーターの利用を控えることや離席時にPC画面スリー
プモードへするなどの工夫により電気使用量の削減に努めた。具体的内容

ノー残業デーの徹底やエレベーターの利用を控えること
により電気使用量を削減します。

2

取組項目 B. 資源の有効利用
課内供覧や情報共有はロゴチャットを活用するとともに、印刷物は両面印刷や集
約印刷等を徹底しコピー用紙の使用量削減に努めた。具体的内容

課内供覧や情報共有はロゴチャットを活用し、印刷枚数を
削減します。

【対象：グループ2（所管施設のある課かい）】　※算定範囲は所管施設全て（グループ４（市立小中学校）、グループ5（指定管理施設）を含む）

② 全庁目標達成に向けた設備機器の省エネの取組目標

％

…自動計算

設備機器の保守・管理、運用改善の取組（実行計画P8）

No.

※各施設のエネルギーデータは、LAPSSから抽出して添付

3

取組項目 C. 廃棄物の削減
ファイル類や封筒等の共有化、再利用を積極的に図るとともに、適宜保管場所の
整理を行うことで、適切な在庫管理に努めた。具体的内容

事務用品は、共有化や再利用に努め、計画的な購入と適
切な在庫管理を行います。

実績 前年度比 達成状況 （選択してください）

達成/未達
成の理由

0.0

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0.0 0.0 0.0 0.0

2025年度

エネルギー使用量（GJ） 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0

対前年度比（%） ― #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

エネルギー使用量（kl） 0.0

対象施設 計画／実施状況

1 0

計画 0

実績

2 0
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3 0

計画 0

実績

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

2024

年度

2025

年度

エネルギー使用量（kl）



様式1

（２）職場研修の実施状況

（３）指定管理者・委託業者への協力要請

■

□

□

（４）公共工事における環境配慮について（500万円以上の公共工事の場合に記入）

■ マニュアルに基づくチェックシートを作成し、環境に配慮した公共工事の設計又は施工を行った

□ マニュアルに基づくチェックシートを作成していない

【 推進責任者による評価 】

研修名 実施状況 内容

取組目標設定研修 ■ 実施
６月１１日に実施。（対象者７名中７名参加。）C-EMSの概要と今年度の重点取組項目について確
認するとともに、課かいにおける取組項目と具体的内容を検討し、設定した。

法令遵守確認研修 ■ 該当なし 0

新任・異動者研修 ■ 該当なし

（選択してください）

実施状況

関係する指定管理者・委託業者はない

要望伝達・協力要請が実施されている

要望伝達・協力要請が実施されていない

実施できていない項目 理由 対処状況、予定

実施状況

作成していない公共工事の名称 理由 対処状況、予定

記入日　令和8年5月19日

目標の達成状況、活動の実施状況、実績に関する評価 今後の対応

取組目標に対しては全体を通して概ね達成することができた。特にエネルギー使用量
の削減に関しては、課内での目標設定時に具体的内容の共通認識を図り、実施計画
を着実に遂行することができた。

職員の意識高揚を図りながら、各年度の取組目標を着実に達成することで
引き続き環境活動の成果を高めていきたい。
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